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かぼす酒の血中エタノール上昇抑制効果  
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八鹿酒造㈱  

1緒  言   

同じ量のエタノールを摂取した場合、空腹状態で  

摂取するか、あるいは満腹状態で摂取するかといっ  

た摂取のタイミング、あるいはそのときの気分によ  

って酔いの程度が変化することは良く経験すること  

である。著者らはこれまでに、エタノールと同時に  

酢酸。クエン酸などの有機酸を摂取したときには、  

エタノールを単独で摂取したときに比べて血中エタ  

ノール濃度が低下することを見い出した1）。しかし、  

実際に洒顆として有機酸を多く含むものは少ない。  

大分県では特産品であるかぼすを用いたかぽす漕が  

製造されている。かぼすにはクエン酸。リンゴ酸な  

どの有機酸が多量に含まれていることから、かぼす  

洒は有機酸を含む洒として、焼酎。日本酒などに比  

べて血中エタノール濃度の上昇が抑えられる効果が  

期待できる。   

そこで、同じ量のエタノールを麦焼酎またはかぼ  

す酒の形でラットに与えた場合に、血中エタノール  

濃度の経時変化がどのように異なるかを検討すると  

共に、その要因を探るために成分分析を行ったので  

報告する。  

2 方  法   

① 試  料   

本実験では、対照として麦焼酎「むぎっ娘（25V／  

V％エタノール）」（八鹿酒造㈱）を用い、かぼす洒  

として「かぼす洒（25V／V％エタノール）」（八鹿酒  

造㈱）を用いた。   

② 動物実験   

一晩絶食した体重250g程度のSD系雄性ラット  

（成和実験動物㈱）を1群6匹とし、対照群には麦   

¶ 54   

焼酎10ml／kgを、かぼす洒群にはかぽす洒10ml  

／kgを胃ゾンデにて強制経口投与した。その後経  

時的に尾静脈より44．7ノ∠1を採血し、0．33N過塩素酸  

0・5mlで除タンパクした上清を血中エタノール濃度  

測定用の試料とした。血中エタノール濃度は酵素法  

を用いた市販のキット（Fキット エタノール：ベ  

ーリンガー。マンハイム山之内㈱）によって測定し  

た。   

③ 糖・エタノール。有機酸の定量   

麦焼酎及びかぼす洒に含まれる糖・エタノール・  

有機酸は、高速液体クロマトグラフィーで定量した。  

1）糖。エタノールの定量   

インジェクションポンプは日本分光㈱製TRIR＿  

OTOR V、カラムは5cmプレカラムをつけた昭和電  

工㈱製Shodex S－801を用い、カラム温度は400Cと  

した。試料は10／∠1を注入し、溶媒は超純水を用い、  

流量は1．Oml／分とした。検出器は昭和電工㈱製SE  

11塾示差屈折計を用いて定量した。   

2）有機酸の定量   

インジェクションポンプは日本分光㈱製TRIR＿  

OTOR V、カラムは5cmプレカラムをつけた昭和電  

工㈱製Shodex C811を用い、カラム温度は600c  

とした。試料は5／∠1を注入し、溶媒は3．OmM過塩  

素酸を用い、流量は1．Oml／分とした。定量は反応液  

として0．2mMプロムチモールブルー（BTB）を含む  

15mMリン軟水素ナトリウム溶液を0．5ml／分の  

流量で加え、日本分光㈱製UVlOOⅣにて舶5nmの  

吸光度から有機酸を定量した。  

3 結果と考察   

図1に麦焼酎あるいはかぼす洒をラットに経口投   
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図1麦焼酎あるいはかぼす酒を経口投与したラットの血中エタノール濃度の経時変化  

与したときの血中エタノール濃度の経暗変化を示し  

た。各測定時においていずれも対照群に比べ、かぼ  

す洒群の方が有意に（P＜0．001）低かった。また、  

血中エタノールが消失するのに要した時間は対照群  

では8時間であったのに対して、かぼす酒群では6  

時間と短かった。   

今回投与した焼酎及びかぼす酒は後で述べるよう  

にエタノール濃度はいずれも251りⅤ％であり、投与  

量はいずれも10ml′′′kgであったことから、投与した  

ユタノ」－ルの絶対量は等しいものであった。それに  

もかかわらず、かぼす酒の方が、血中エタノール濃  

度が低く、かつ消失速度が速かったことから、同じ  

量のエタノールを摂取した場合には、かぼす洒の方  

が焼酎より酔いにくく、かつ醒めやすいものと考え  

られる。   

著者らは、エタノールと同時にクエン酸。酢酸な  

どの有機殴を経口投与した場合には、山中エタノー  

ル濃度がエタノールを単独に与えたときより低下す  

ることを報告している1）。さらに、ヒトを用いた実験  

において、リンゴ酢を含む焼酎を飲ませた場合にも  

血中エタノールが低下することを観察している2）。  

そしてその作用機構として有機酸によってエタノー  

ルが胃内に滞留する時間が延長することが考えられ  

ている3）。   

今回観察されたかぽす洒の血中エタノール濃度上  

表1麦焼酎及びかぼす酒のエタノ…ル。糖類◎  

有機酸含量  

麦焼酎 かぼす洒  

エタノール  （1り1r％）  25．0  25．0  

シ ョ 糖  

ブドウ糖  

果  糖  

クエン鞍  

リ ンゴ般  

ギ  酸  

（W／1′％）  

（W′′′Ⅴ％）  

（W′／V％）  

（mg／′′100ml）  

（iⅥg／′100ml）  

（mg′′／100ml）  
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作用では完全に説明することが困難である。また、  

ショ糖、果糖等の糖類には単独では血中エタノール  

低下作用は小さい⊥）。したがって今回の実験でみら  

れたかぽす洒の血中エタノール上昇抑制効果は、有  

機酸と糖類の相乗作用によるものかあるいは有機菖変  

以外の他の有効物質によるものか明確ではなく、今  

後さらに検討されるべき課題であると思われる。  

昇抑制効果がその中に含ま良しるいかなる成分による  

ものであるかを明らかにするために、エタノール。  

糖。有機幣の含量を定量してその結果を表1に示し  

た。かぼす洒に含まれているエタノール量は表示の  

過り、麦焼酎と同じ25V√′′／V％であった。麦焼酎には  

糖。有機酸は全く含まれていなかった。一方、かぼ  

す洒には、糖菓貢としてショ糖、ブドウ糖、果糖が含  

まれていた。かぼす果汁中に含まれる糖分は全糖と  

して2％程度である4ノことから、かぼす酒に含まれ  

ている糖分はほとんどが添加されたものと考えられ  

る。次に、有機酸についてみると、かぼす洒に含ま  

れていた有機酸はクエン較、リンゴ較が 大部分であ  

った。クエン酸、リンゴ酸の濃度はそれぞれ38m九4、  

151T爪′Ⅰであった〔。   

血中エタノール濃度を低卜させる能力はこれまで  

の結果から酢酸が最も強力であり、クエン酸、リン  

ゴ酉安はそれほど強力な効果を有していない1）。また、  

効果が現れる有機酸の濃度はおよそ70mM程度か  

らであり、今回のかぼす洒の効果は、有機酸のみの  
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